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― 28 ― 
とがある。それまで無宗教であったはずなのに、それほど早く信者が生まれるのかと。あるい
はかれらは＜隠れキリシタン＞のようだったのかと。 
ガイドの説明によれば、1943 年からロシア正教会でミサを行うことが認められていたという。
その理由は、政府が民心を把握するために、組織として教会の果たす役割が大きく、政府はそ
れを利用したということである。そうであれば、ソ連崩壊後のいち早いロシア正教会の復興も
理解できる。 
その言葉を聞いて、宗教の意味をまた考えさせられた。理詰めの政策では人心を動かすこと
ができない。理性ではない感性に訴える要素なくして、人びとは「納得」することができない
のだ。それはセルゲイ・エリセーエフが商売を継ごうともせず、言語芸術と学問の道を選んだ
ように、人間の存在にかかわっていることなのである。 
今日、日本において実学偏重の傾向が政策的に認められるが、その弊害はたった今、あらわ
れなくとも、いつか必ず私たちの精神を貧困化する結果を生むのである。 
そのようなことを考えさせられた旅であった。 
